
　アニュアルレポートをお届けするにあたり、ステークホルダーの皆さまにごあいさつを

申し上げます。

　現在、大阪ガスグループを取り巻く経営環境には、電力・ガスシステム改革、シェール

ガス革命など、今後の経営に大きな影響を与える要因が存在します。電力・ガスシス

テム改革によって、大阪ガスグループのエネルギービジネスは本質的な変化を求められ

ることも考えられます。

　大阪ガスグループは、これらの経営環境の大きな変化に対して適切に対応し、引き続き、

エネルギー事業者に求められる責務を果たしてまいります。すなわち、政府が定める

エネルギー基本計画において、役割を拡大していくべき重要なエネルギー源と位置づけ

られる天然ガスを中心に、様々なエネルギーを安定的かつ経済的にご提供すること、

そして大阪ガスグループの持つソリューションを組み合わせ、お客さまや社会の様々なご

要望にお応えしていく「総合エネルギー事業」へと進化してまいります。

　今年3月、大阪ガスグループは2015年3月期から2017年3月期までの3ヵ年を対象と

する新中期経営計画「Catalyze Our Dreams」を発表いたしました。これからの3年間で、

「総合エネルギー事業」へと進化し、成長が期待される電力、海外エネルギー、材料

ソリューションなどの領域で事業拡大を進めてまいります。そして、これらを実現する

ことでこれからの厳しい競争環境を勝ち抜いてまいります。

ごあいさつ
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エネルギー事業者に求められる責務を果たす。

お客さまや社会の様々なご要望にお応えする「総合エネルギー事業」へ進化する。

ステークホルダーの価値の最大化を目指す。

　国内経済は引き続き好調を持続していますが、世界に目を転じると、各地に様々な

リスク要因が存在します。世界中で何が起きているか、その出来事が大阪ガスグループに

どのような影響を与えるかについて、情報感度を高めてまいります。そして、発生する

様々な事象に、適切かつ迅速に対応できるように事業活動を進めてまいります。

　長期経営ビジョン「Field of Dreams 2020」、中期経営計画「Catalyze Our Dreams」

の実現に向けた努力を続け、株主さまをはじめとする全てのステークホルダーの価値の

最大化を目指してまいります。

　皆さまには、今後とも変わらぬご支援・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。

2014年7月

代表取締役社長

尾崎　裕

C O M M I T M E N TC O M M I T M E N T
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